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I. はじめに 

裏磐梯五色沼湖沼群の水の色が以前と比べて変化していると地元で指摘されており，これ

には地下水が関係している可能性がある．毘沙門沼の湖底では地下水が湧出している可能性

があると報告されている．千葉ほか（1986）は毘沙門沼において深度毎に水質測定を行い，

地下水の湧出地点を推定し，その地点を断面図として示している．本研究では，毘沙門沼の

水温および水質を深度ごとに測定し，湧水地点の推定を行った． 

 

II. 研究手法 

毘沙門沼の水位と水温の変動を把握するために水圧式自記水位計を用いて 2012 年 8 月よ

り連続観測を行っている．2014年には分解能 0.01℃の温度計を用いて毘沙門沼で深度 1 m毎

に水温を 4時期（2014年 7月 19日，同年 9月 3 日，同年 10月 17 日，同年 11月 11日）測定

した．2014 年 10 月 17 日，同年 11 月 11 日は pH・EC（電気伝導度）・ORP（酸化還元電位）

を深度毎に測定した．測定した結果をもとに湧水地点の推定を行った．2015 年には，水温お

よび水質を 3時期（2015 年 6月 17日，同年 9月 1日，同年 11月 8日）した．着底深度と東

北地方整備局福島河川国道事務所から提供された標高レーザー測量データを用いて毘沙門沼

の湖底の地形を把握した．裏磐梯スキー場観測孔において水圧式自記水位計を用いて地下水

位および地下水温の連続観測を行った．また，分解能 0.01℃の温度計により深度 2 m毎に着

底するまでの水温を 2時期（2013年 12月 2日，2014 年 5月 10日）測定し，採水した地下水

の pH・EC・ORPの測定も行った． 

 

III. 結果および考察 

1. 毘沙門沼の水温 

深度 1 mにおける水温の平面分布は，2014 年に測定した 4 時期の中では，9月の水温が最

も高く，11月の水温が最も低い．4時期とも沼南東部の水温が高く，7月・9月では水深 1 m

において水温が 3℃以上異なっている．一方，11 月では水深 1 m において水温は 1℃程度し

か差が見られなかった． 

断面方向の温度分布は，2014 年に測定した 4 時期の中では，7 月・9 月の水温は深度とと

もに低下する傾向を示した．一方で，同年 11月の水温は，毘沙門沼の流入口付近では深度と

ともに上昇する傾向を示した． 

 

2. 毘沙門沼の水質 

2015 年 9 月に測定した毘沙門沼の表層の水質は，pH はいずれの地点でも 6.2～6.7 程度の

値を示した．ECの値は沼の流入口および沼西部が低く，沼南東部が高い傾向が見られた．と

くに沼中央部では，80.8 mS/mと高い値を示した．ORPの値はいずれの地点も 200 mV 付近の

値を示した． 



測定地点ごとに表層と着底深度とを比較すると毘沙門沼の流入口および沼西部では深度が

大きくなるにつれて EC および ORP が上昇し，pH が低下する傾向を示した．沼中央部付近

では，深度が大きくなるにつれて ECが上昇し，pHおよび ORPが低下する傾向を示した． 

 

3. 地下水湧出地点の推定 

2014 年からの測定結果を踏まえて，2015 年 11 月の調査では，実際に地下水が湧出してい

る地点の特定を行った．千葉ほか（1986）で報告されていた地下水の湧出地点は図 1 の①お

よび②であると推察される．表層部の水質は Ca-SO4型を示す一方で，①②の着底部の水質は

Na-SO4型を示した．①および②の着底部の水質は，表 1に示した測定項目については明瞭に

差が認められた．①と②では地下水の流動系が異なることが推察される．前者は pHが低いこ

と，ORPが高いこと，HCO3
-の値が 0 meq/Lであることから，磐梯山山体からの地下水が湧出

している可能性が考えられる．後者は EC が高いこと，ORP が還元状態を示すことから深部

から供給される温泉水由来の地下水が湧出している可能性が考えられる． 

西牧・柴崎（2013）は銅沼系の水質を示す地下水が裏磐梯スキー場付近で分岐して北東に

流動している可能性があることを報告している．①に湧出している地下水が西牧・柴崎（2013）

が指摘した地下水に相当すると考えられる．また，福島地熱プロジェクトチーム（2015）は

五色沼湖沼群の南に地熱貯留層を形成する断裂系が発達している可能性があることを報告し

ている．②の地下水は上記の断裂系を通って Na-Cl 型の地下水が湧出している可能性が考え

られる．したがって，本研究においても，千葉ほか（1986）の報告と同様に，毘沙門沼におい

て Na-Cl 型や Ca-SO4型の地下水が湧出していると判断された． 

 

図 1 水温プロファイルおよびパターンダイヤグラム 
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表1 表層部の水質と着底部の水質と

の比較 

着底部の水質との比較 


